



























































































































に書いた。 ６ 月２３日より始めて、 ７ 月１７日まで一日平均９０枚、一人平均 ３ 枚を毎日書
いていることになる。教師から指示することなく子どもたちが自主的に取り組むこと
ができた。
　二つは「自分の考えや思いを書くことに慣れる」ということである。 ２ 章で紹介し
たような「基礎の徹底」だけでは、文字を使って自分の考えや思いを自由自在に表現
していくようにはならない。「自分の考えや思いを書く」という行為はどちらかとい
うと「創造的な行為」である。それを「友達へのお手紙」という形で楽しみながら繰
り返していくことで、自分の考えや思いを書くという行為になれていくと考えた。ま
た、以下に示す「おてがみめも」には、友達のことをよく見ておいて、その友達のよ
いところやその友達に伝えたいことを見つけてメモするように指導した。そうするこ
とによって、手紙をすぐに書けるわけである。先に述べたように子どもにとって「取
材」が書く過程の中で最も難しく、教師も指導に困るところである。それを「友達と
の関わり」の中で自然と見つけられるようにしたのである。
　三つは「学級経営」に非常に役立つという点である。なかなか口に出して友達を誘
えなかったり、お礼を言えなかったりする子がとてもいいお手紙を書いていた。この
活動を通して、そのような子たちは特に、「文字を書いて自分の気持ちを伝えるって
いいな。」と感じたはずである。教師から、なるべくみんなに手紙を出そう、と声を
かけ、「お手紙マスター表」を配布した。お手紙を出した子にチェックをつけるよう
にした。また、友達のよいところを見つけようとするので、自然と子ども同士の人間
関係も良好になっていった。はじめは「自分に〇〇をしてくれて、親切にしてくれて
ありがとう。」というように自分が直接その友達と関わったことを題材とする手紙が
多かったのに対し、次第に「△△さんに親切にしていたね。」「〇〇さんと仲直りでき
てよかったね。」などと、自分が直接関わっていないことにも言及する手紙が増えて
きた。「友達のことをよく見る目」が、お手紙を書こうとする中で育ってきたといえ
るだろう。（以下の実物参照）
　以下に子どもたちが書いた手紙と「おてがみめも」「お手紙マスター表」を一部紹
介したい。（■■は児童の個人名を隠したものである）
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教職大学院修了後の歩み
　⑶　成果と課題
　最後に成果と課題をまとめる。
［成果］
・基礎の徹底を毎日の授業で図り、「成長の可視化」と「変化をつけた反復」を意識
することで、飽きさせずに、子どもたちの書く力を伸ばすことができた。
・入門期の一年生であっても、クラス内で手紙のやりとりをすることで、楽しみなが
ら自分の思いを文字で表現させることができた。また、いつでも思いついたときに
書く、という姿勢を身につけさせることができた。
－59－
創大教育研究　第29号：土居
［課題］
・「手紙を書く活動」は他者に向けて、書く活動だった。今後、どのように「自分の
こと」を見つめ、そのことをどのように書かせていくか、という課題が残る。
　→クラスで確認した「よいお手紙」の条件をうまく活用して（特に「誰にでも書け
ることは少なく」のところを活用したい）、作文、意見文などにもつなげていき
たい。
６ ．おわりに
　今回、教職大学院連絡総会にてお話させて頂く機会を頂戴したことをきっかけに、
修了後の ６ 年間の歩みをまとめた。そして、私は教職大学院時代の学びに支えられて
いることを改めて再認識した。「理論と実践の往還」を実現できることまでは遠い道
のりであるが、一歩一歩、着実に歩みを進め、「研究的実践者」としての道を歩んで
いきたい。
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